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第490図 鞠智城の全貌

・鞠智城は、周長約3.5Km、 面積約55ha、 標高
90～ 171mである。城域の中央付近では、八角形建物

(2棟)をはじめとす
けんぞうぶつ

る72棟の建造物
あと  ちよすいち あと

跡や 貯水池跡などが、
じょうもんあと  どるいあと      あいつ

外周では、城門跡や土塁跡などが、相次
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■八角形建物跡 (32号建物跡 )
中心に直径 90 cmの心柱を据え、その周囲に人角

'「

夕に
配置された柱が二重に巡っていζま:警む

'11キ

■版築土塁
土を何度も突き固めることで強固な壁をつくる「版築」
とい理難嚢璽塑勿土木技術を使ってつくられた土塁で1躍鰺鋳
写真図版 719鞠智城跡出土の遺物

■貯水池跡貯木場
貯木場からは、建物の建設に使う木材や、斧の柄
や鋤などの本製農工具が出」11ん▼

■池ノ尾門跡 (水門)              |
鞠智城跡で唯一、石積み と水門が見2か喫認濠認訓ただ
幅9.6mの石塁で'谷部を塞ぐように虚麹構築し、 ‐ 1
1防御施設としてい起動た。           |

ノ魚

`|
4

『鞠智城』鞠智城の築城とその変遷、熊本県教育委員会、4頁参照。
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